
様式第 2 号 

 

伊良波小学校 第４回コミュニティ･スクール協議会 報告書 

 

１ 開催日時  令和６年１２月１０日（木） １０：３０～１２：１０ 

２ 場  所 図書室・家庭科室 

３ 参 加 者 真玉橋 信克、山﨑 新、平田 清美、浅川 晃子、牛木 克彦、田仲 育恵 

長尾 順子、大浜 辰也、玉城 道吉 

４．  内 容  

  (1)１０：３０～１１：１５  授業参観学習成果会【各教室】  

 (2)１１：２５～１２：１０  第４回ｺﾐｭﾆﾃｨｰ･ｽｸｰﾙ協議会【図書室】  

                    司会：教務:玉城 道吉  

    【始めのことば】会  長：真玉橋  信克  

    【熟考(前回の構想の具現化に向けたワークショップ） ) 

                    説明：教頭：大浜  辰也  

【テーマ】学校・保護者・地域と連携した子どもの居場所づくり  

―子ども・教職員・保護者・地域の幸せを求めてー  

【話す内容】  

①伊良波小学校の児童のために私たち協議員ができること  

②それぞれの専門性や強みを活かし、どう還元できるのか？  

③ワークショップグループ割り振り  

 

《児童支援部》  山崎新、牛木克彦、浅川晃子、大浜辰也、  

【具体的な計画】   

(1)伊良波小校内自立支援委員会を設置したい  

週 1 回自立支援員を配置したい。人件費を地域クラウドファンディングで募る  

(2)子どもの教育を受ける権利を保障するために、学校に主体的な学びの場をつくる  

【具体的な計画策定】  

空き教室に主体的な学びの場を設定「いらはっぴールーム (仮)」  

12 月･･人件費確保のため、クラウンドファンディング企画作成  

1 月･･教委確認、実施準備  組織体制づくり企画  

2 月･･クラウドファンディング開始  

4 月･･校内主体的な学び教室開級  

 

《地域部（伝統行事）》真玉橋信克、宜保安孝、當銘章一、玉城道吉  

【具体的な計画】   

(1)運動会に地域対抗競技やＰＴＡ種目を取り入れたい  

過去に作成した旗頭を運動会のエイサーで再び披露したい  

総合学習や社会科と連携した伊良波綱づくり  

(2)持続可能な校内緑化の取り組み  

(3)空き教室を利用した「子ども食堂」を設置したい  

子育て支援課のフードバンクや県事業と連携した月１回の開設を目指したい  

 



《社会福祉部》平田清美、上原ひかる、田仲育恵、長尾順子  

【具体的な計画】   

(1)空き教室を活用し、子育て茶話会と給食試食会を開催予定(R7 1 月 17 日(金) 

講師：宮城綾子さん (子育てｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ)、石渡清子さん (NPO 法人ﾍﾟｱﾄﾚ研究会 ) 

毎月 1 回実施を目指す  

(2)空き教室を活用した中央図書館や社会福祉協議会と連携した子育てサロンや  

ミニデイサービスを開催したい (次年度市立中央公民館 30 周年に向けた取り組み連携) 

【資源の確保】  

社会協議会職員田仲さんより【別紙参照】  

【今後の社会福祉部の計画】  

・フリースクール牛木さんと連携し、空き教室でＡＩ関連の取り組みを整理する  

・包括支援サポートセンターと連携した、「オレンジカフェ」の実施  

・総合的な学習の時間に認知症プログラムの実施や福祉体験を充実させたい  

 次回予定  令和７年１月３１日（金） ９：３０～１１：２０ 


